
   
 

   
 

ファッションが若者の農業離れを食い止める？！ 

日本人パリコレモデルが創るドミニカ共和国の新しい農業着 

 

独立行政法人国際協力機構（以下、JICA）は、10 月 30 日にドミニカ共和国ドゥアルテ
県にあるドミニカ共和国の企業 RIZEK のカカオ農場及びプロ野球場にて、モデル・フ
ァッションプランナーの谷裕介氏が製作した農業着をお披露目しました。 

 
この活動は、「共感」を呼ぶプロフェッショナルであるアーティストに注目し、彼らの

持つ表現方法やメッセージの伝え方を国際協力の現場に組み込むことで、よりわかりや

すく、興味がわきやすい「共感を得られるコンテンツ作り」を通じて、一層魅力的な開

発を実現することを目的として 2023 年に開始した JICA 新規事業「Artist in Project」の
取り組みの一環として行われました。芸術性・エンターテイメント性のある新たな開発

の手法に挑戦し検証することで、新時代の開発の可能性を開拓できるのではないか。そ

んな想いから事業に取り組んでいます。 

 

１．伝統服「チャカバーナ」を取り入れた新しい農業着 

 

10 月 30 日にサンフランシスコ・デ・マコリス市にあるカカオの生産や輸出、製造や物
流などを手掛け、日本のチョコレート企業にもカカオの輸出を行っている株式会社

RIZEK のカカオ農場及び同市にあるプロ野球 Gigantes の本拠地球場にて、谷氏がデザ
インした新しい農業着をお披露目しました。ドミニカ共和国では、若者が農家を継がず

都市に仕事を求めることが多くなっているため、農業の担い手の空洞化が顕在化してい

ます。農業に対するイメージと現実について谷氏は「汚れ仕事は嫌、というような価値

観がやはりある。農作業をする際も、農業と結びついたファッションスタイルがどんど

んなくなっていて、涼しい服をとりあえず着て作業している。」と語ります。そこで谷

氏は、既存の作業着とは一線を画す農業着の製作を提案。「かっこいいという本来のフ

ァッションの性質を活かしてクールな農業を実現」し、農業離れを食い止めることを目

指しました。 

 

デザインの過程で谷氏にインスピレーションを与えたのは、ドミニカの伝統服「チャカ

バーナ」との出会いでした。ドミニカ共和国では、大統領が国際会議にチャカバーナを



   
 

   
 

着て出席するほどナショナルアイデンティティと結びついています。谷氏は「チャカバ

ーナを農業着のデザインを取り入れることで、 自国の文化やアイデンティティをも意
識したかっこいい服に仕上がり、それを着て働くことは農業に対する付加価値向上につ

ながる 」と語ります。 

 

完成した農業着は、RIZEK グループの NGO のユニフォームとして採用される見込みと

なっており、今後日本からドミニカ共和国に送られる型紙をベースにドミニカ共和国で

の農業着製作を開始する予定です。 さらに、公的セクターでは農業銀行も関心を持っ
ており、農業銀行のユニフォームや農業従事者による活用についても調整を進めていま

す。  

  

ドミニカ共和国内の農業従事者たちにユニフォームが広がっていくことで、ファッショ

ンを通じた農業のブランディングを図り、国内の若者に農村や農業の魅力を伝えていく

ことが期待されます。 

 

２．「和 CHACABANA」の共創 

 

谷氏の今回の訪問において、谷氏と坂口 JICA 事務所長で考案した、日本の着物の端切
れをポイントとして使用した「和 CHACABANA」というコンセプトを持ち込みまし
た。このコンセプトがチャカバーナのトップデザイナーであり国際的に活躍するトニ

ー・ボガ氏の共感を呼び、プロトタイプが製作されました。完成した「和

CHACABANA」は、10 月 31 日にルイス・アビナデル大統領も参加したサンチェス・ラ
ミレス県観光祭にて全国に向けお披露目されました。 

 

谷氏は 2025 年の大阪万博におけるドミニカ共和国ブースにて、日本の着物や和柄素材
を使用した和 CHACABANA 展示や伝統服デザイナーたちの活動、製作過程の展示のほ
か、チャカバーナのファッションショーの開催を計画・検討しています。これらを通じ

て、伝統服の価値についての認識を高め、SGDs12「つくる責任 つかう責任」の目標

達成に向けた取り組みをファッションと開発の切り口から行っていくことを意図してい

ます。 

 



   
 

   
 

 

谷氏が製作した新しい農業着 

 

 

背中にチャカバーナを取り入れている 

 



   
 

   
 

 

農作業に役立つ大小のポケットを付けたデザイン 

 

 

RIZEK のカカオ農場（サンフランシスコマコリス市）にて。RISEK のアジア地域マネー
ジャーに農業服のデザインの詳細を説明。 

 

 

 



   
 

   
 

 

野球球団 Gigante 本拠地における始球式でふりかぶる谷氏 

 

 

ドミニカ共和国大統領も参加したサンチェス・ラミレス県観光祭にて。谷氏は生バンド

×ファッションショーという企画をプロデュース。本人は和チャカバーナを着用し、世

界初お披露目をした。 



   
 

   
 

 

 

和 CHACABANA、着物の端切れを襟、ポケット、袖などに使用している（製作は世界
で活躍する Chacabana デザイナーの Tony Boga 氏） 


